
安城ロータリークラブ 第 2705 回例会 
 

例会日：毎週金曜日 

例会場：碧海信用金庫本店 3F 

       安城市御幸本町 15-1 

TEL：0566-75-8866 

FAX：0566-74-5678 

Email：anjo-rc19580206@katch.ne.jp  

HP：http://www.anjo-rc.org 

週報 

■会長：大見 宏 

■幹事：石川 義典 

■クラブ会報：成田孝則・松本隆利・青山竜也 

■創立日：Ｓ33 年 1 月 10 日 

■RI 加盟認証日：Ｓ33 年 2 月 6 日 

クラブテーマ： 

親睦から奉仕へ。そして奉仕を通じて平和を。 

 

【 No.564 2012/10 第 2例会 】 

■ガバナー公式訪問合同例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホスト：三河安城 RC 

2012 年 10 月 10 日(金) 12:30〜13:30 

司会者：山本雅仁君（三河安城 RC） 

ソング：「君が代」、「奉仕の理想」 

卓上花：  

ゲスト：千田毅ガバナー 栁沢幸輝地区幹事 

ビジター： なし 

2012-2013 年度 RI テーマ： 

Pease Through Service 「奉仕を通じて 平和を」 

 

《地区大会まであと 17 日》 

《歓迎の辞及び会長挨拶》 

三河安城 RC 岡崎重太郎会長 

本日はガバナー訪問ということで千田毅ガバナーと充実した例会としたいと思います。 

また、立秋を過ぎ、毎夜虫の声が聞こえる季節となりましたが、安城RCは虫の音どころか、最大の事業、地区大会のホスト

として忙しく活動されている事と思います。是非成功して頂きたいと祈念しております。 

当クラブも是非協力したいと、年度初め思っておりました。その時に、何よりも地区大会に協力する事が大事なのだなと

まず、地区大会に協力をということで、理事会に出しました。そうしますと、全員が賛成をして頂き。１００％の協力を地区１

番でできたことを非常に誇りに思っておりますし、当クラブのメンバーが、安城 RCのメンバーと関わりに感慨深く思っている

ことも心より感謝申し上げます。さて、千田ガバナーにおかれましては、特に大変忙しい時期ですが、クラブを訪問して頂

き、本日は日本で３人目だと思いますが、RI 会長の田中作治 RI 会長のテーマである Pease Through Service 「奉仕を通じ

て 平和を」と込められたメッセージのテーマの中にいろいろなことがございます。今日はそういう事をお話しして頂き、また、

本年の 2760 地区の基本方針をお話しして頂くことを楽しみにしています。本日の例会は今後のロータリー活動 

として、大きな指針になれば幸いと思っております。 
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＊本日例会終了後、この会場にて地区大会準備及び安城ＲＣ紹介ＤＶＤ視聴会を全員で行います。 

お時間あります方は、お手伝いお願いいたします。 

＊明日11日10：00～ウェスティンナゴヤキャッスルにてガバナー事務所合同リハーサルを行います。 

＊地区大会より 大会当日の交通手段についてのアンケートを早急にＦＡＸお願いします。 

（注）お車の方は駐車場代クラブ負担・宿泊されます方は宿泊クラブ負担なので交通費負担はありません。 

 

会員 59 名 

出席義務者 48 名 

出席 48 名 

欠席 0 名 

出席免除者の出席 8 名 

出席率 100％  

修正出席率 9 月 21 日 第 2703 回 

94.73％ 

 

■出席報告 ■ニコボックス報告 冨岡里美君 

■幹事報告 石川義典君 

沓名由美子君（三河安城ＲＣ） 

本日のニコボックスメッセージの紹介 

国際ロータリー第２７６０地区  

２０１２～2013年度ガバナー 

千田 毅  

生年月日 1936年（昭和11年）８月8日 

所属クラブ 名古屋東RC 

職業分類 建 築 

勤務先・役職 名古屋建商（株） 代表取締役 

所在地 名古屋市千種区今池南29-23 

～ ロータリー歴 ～                                ～ 経歴 ～ 

1973年12月 名古屋東RC入会                    1960年  慶応義塾大学卒業 

1984年    名古屋東RC幹事                    1962年  名古屋建商（株）代表取締役 

1996年    名古屋東RC会長                    1984年  （資）千田地所代表社員 

2000年    地区社会奉仕委員会委員長             1995年  メイケンビルド（株）代表取締役社長 

2006年    東名古屋分区ガバナー補佐             【公職】 

2010年    ガバナーノミニー                    1989年  愛知県高等学校PTA連合会会長 

2011年    ガバナーエレクト 

※マルチプル・ポールハリス・フェロー：ベネファクター：米山功労者 

■ガバナー紹介 三河安城 RC 岡崎重太郎君 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ガバナー卓話 第 2760 地区 千田 毅ガバナー 

ガバナーは、ＲＩの役員でありまして、地区のＲＩの方針そしてガバナーのテーマについてそれを皆様方に忠実にお伝え

し、それを完遂る義務があります。それに関連して国際協議会に出席する分けでございますが、今日のお話しとして、国

際協議会に出席して、ＲＩ田中会長、地区方針、年度方針、地区スローガン、私の考えるロータリーの順にお話ししたいと

思います。国際協議会というのは、ロータリーとはなんであるかを定義し、協議会の間にロータリーを勉強する。協議会

は、出発する前にパストガバナーかいろいろ大変だと聞いておりましたが、朝９時から夕方５時まで７日間にわたってセッ

ションを行うわけです。大変でございます。しかし、その考えに、世界の同期のガバナーエレクトと友達になります。世界の

ロータリアンの友達ができ、私の財産となりました。いまひとつは、家内と同伴プログラムがございまして、それに家内も出

席させて頂きました。こんな得難い経験をさせて頂いたロータリアンの皆さんへ心からお礼を申し上げます。 

ＲＩテーマは、Pease Through Service 「奉仕を通じて 平和を」でございます。ガバナーｊ補佐にお願いをして、ＩＭで平和

についてのセッションを、そして、会長には例会で平和についてお話しをしてください。と申し上げました。いまひとつは、ロ

ータリー世界平和フォーラムの推進でございます。田中会長は、世界フォーラムをベルリン、ホノルル、広島で開催する予

定でございます。ベルリンはご存じの通り国境のあった町でございます。その国境のあった町で国境のない平和に対し

て、セッションを頂くことは、非常に良いことだど思っております。 

広島のプログラムは、会長は、青少年に焦点を当てロータリアンが青少年と共に平和について語りあう、そういう会にし

たいとおっしゃっていました。この地区も新世代の方が見えまして１５名程度の青少年を連れて広島へ参りたいと思いま

す。皆様方の会長を通じて出席の要請があろうと思いますが、是非ともその時は、ご協力を賜りますよう、また皆様方がこ

の会に対して、物心ともにお願いをしております。宜しくお願いします。ぜひとも日本人の田中会長が主催するフォーラム

でございます。是非とも成功させたいと思います。 

地区運営について、私ども2７６０地区は会員数、出席率世界的にも優秀な地区でございます。こういう地区を守り、育

て、より発展させて行きたいと思っております。そんな観点から、地区重点項目を発表させて頂きます。スローガンは、 

TOUCH THE ROTARY ふれあい、思いやり、そして握手、でございます。重点項目として、会員増強、東日本大震災被災

高校生支援、地区内交流の活性化、オンツーリスボンでございます。私ども地区の会員は、歴代の会長が、一生懸命会

員の増強のお願いをしてまいりました。まだ難しい問題でございます。これはやはり皆様方一人一人が自分のクラブがこ

んないいクラブだ、そして、こんないい仲間がいるクラブだ、と一人の友達を作りたいと思って頂くことが一番でございま

す。是非ともご協力賜って会員増強をお願い申し上げます。東日本大震災被災高校生支援でございますが、大震災の時

にイギリスの新聞は、こう書きました。「我々が敬意を表してやまないのは、日本の政治家や官僚ではない」「ただ普通の

日本の人に対し日本人の気高さ、あの困窮の中でも自分の物でもみんなで分かち合い。救援物資を順番に並ばれたあ

の日本の被災者の姿にはただただ頭が下がる」と世界に発信したのであります。世界から物心ともにいろいろな手助け援

助を頂きました。私も昨年現地に行く機会がございました。皆さんが、「見て言葉がない」そうおっしゃいます。 

私も言葉がありませんでした。何とかお手助けがしたい。そう思って、ワンコインプロジェクトをご提案致しました。 

これは60人の方々が500円づづ出して頂いて3万円にして、それを30組作って30人の被災高校生を支援するプロジェクト

でございます。被災地の中では両親を亡くした子供がござます。その子供たちに「あなた一人ではないのだよ」60人のお

父さんお母さんがいるんだよ、そういうことが解る伝わるお手助けがしたい。と思ったわけでございます。 

～これ以降の文章は会員専用サイトで閲覧してください～ 

 

 


